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宮城県角田高等学校 

〒981-1505 宮城県角田市角田字牛舘 1 

電話 0224-63-3001 / FAX 0224-63-0523 

HP  https://kakuko.myswan.ed.jp/  

mail kakuko@od.myswan.ed.jp 

２月９日(金)、「角高夢Ｐｒｏｊｅｃｔ発表会」が行われました。１年次

生徒はスライドを用いての発表を、２年次生徒はポスター発表を行

いました。当日は、本校生徒だけでなく、仙台第三高校、白石高校、

宮城県農業高校の生徒がオンラインで参加、さらに県農業高校の

３年生は来校して対面での発表に参加してくれました。それぞれが

探究テーマを決め、この１年間で調査・研究したことを発表する機

会は、非常に良い時間となりました。発表が終わった後は５分間の

質疑応答の時間が設けられ、聴き手の生徒は自分が疑問に思った

ことを質問したり、発表者側も質問によって新たに気づかされたり

することもありました。聴き手の生徒が発表中にうなずきながら聞く

姿勢や、発表が終わった後に大きな拍手をする姿も見られました。 

互いの発表を見ること聴くこと

でよい刺激が生まれ、さらに探

究が深まっていくものと思いま

す。発表会の最後には、来賓の

角田市 黑須 貫 市長から講

評をいただきました。いただい

た言葉を励みに、１年次生徒は

次年度も探究活動を継続し、２

年次生徒は自らの進路希望を

叶えるために、よりよい探究を

続けることになります。今後の角

高生に期待しています。 

角高夢 Project発表会 

２月１４日(水)、生徒会長 北澤諒子さん(２年)と副会長 若木晟良さん(１年)が、角田市社会福祉協議会を訪れ、能登半

島地震災害義援金を日下会長に手渡しました。１月末から、生徒会役員が中心となって「能登半島地震の被災者を支援しよ

う」と、呼びかけたところ全校生徒から２５，９８６円の募金が集まりました。 

この義援金は東京の中央共同募金会を通じて被災地に届けられます。 

当日は河北新報社や角田市広報担当の方も同席し、その取材に対し

北澤さんは、「短い期間ながらも多くの寄付が集まったことにとても驚い

ています。私も東日本大震災を経験し、とても怖く、辛い思いをしたので、

今回の地震で心に傷を負った人の支えになるよう使ってほしいです」と

話しました。 

角高生の気持ちが、能登半島地震で被害に遭われた方々に届き、皆

さんが少しでも前向きな気持ちになるよう願っています。 

                                                               〔左から若木さん、北澤さん、日下会長〕 

令和６年能登半島地震災害義援金を託しました 

https://kakuko.myswan.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２０日(土)、２月１０日(土)、２月２４日(土)の３回にわ

たって、角田市役所にて「まちづくり事業リニューアルワー

クショップ」が実施されました。本校からは本年度「市民提

案型まちづくり事業補助金」の補助を受けている家庭部の

生徒４名と角高夢 Projectでの取り組みをさらに深めた

いという２年次３名と１年次２名が参加しました。「地域の

食材の魅力を PRしたい」「ロードバイクを広めたい」など

の思いの実現に向けて、講師の方のレクチャーや地域の

方々とのグループワークを通して、まちづくりの始め方につ

いて学びました。今回のワークショップでの学びをもとに、

地域を盛り上げるべく実現させてほしいと思います。 

 

まちづくりワークショップ 

～３月の主な予定～ 
１日(金)   卒業式 

４日(月)   特編授業２ｈ 

５日(火) ～７(木) 自宅学習日 

 ８日(金)   スタディサポート 

１１日(月) みやぎ鎮魂の日 

月の１４５６７の授業・LHR 

１２日(火) 火の１２３５６の授業 

１３日(水) 水の１２３授業・総探 

１４日(木) 自宅学習日 

１５日(火) 金の３４５６の授業・総探 

１８日(月) 月の１２３４の授業・LHR 

１９日(火) 火の１２３４の授業 

２０日(水) 春分の日 

２１日(木) 木の１２３４５の授業 

２２日(金) 修業式、賞状伝達式、大掃除 

成績表配付 

２５日(月)～３１日(日) 学年末休業 

２８日(木) 離任式 

２月２２日(木)、第３回学校運営協議会を開催しました。 

探究成果のまとめとして、「フェアトレードの商品を広めるため、実際にフェアトレードの商品を

販売する」をテーマに若木晟良さん、小原空さん、伊藤充礼さん(１年)がスライドを用いて、「『分

からない』を無くす授業とは」をテーマに佐藤真美さん、澤井ななみさん(２年)がポスターを用い

て発表しました。いずれも課題設定、内容、発表所作とも素晴らしく、委員の皆さんから賞賛や質

問、さらに質を高めるためのアドバイス等が飛び交い、大いに盛り上がりました。 

また、今年度の学校運営協議会の活動報告では、佐藤克宏委員が神奈川県立逗子葉山高

校、宮城県南三陸高校の学校訪問について報告しました。協議では校長から提示された次年

度の学校経営方針について、委員から承認を得ることができました。 

続いて、文部科学省総合教育政策局 ＣＳマイ

スターの布川 元 氏による講話とワークショップ

が行われました。ワークショップでは、委員と教員

が本校の課題や解決策についての熟議を実践し

ました。学校の課題を解決に導くための手立てを

学ぶ良い機会となりました。 

第３回学校運営協議会開催 

２月１５日(木)、学校運営協議会委員５名と教員３名の計８名で、南三陸

高校を訪問しました。南三陸高校(旧志津川高校)は校名変更前の令和３年

度から、宮城県で初めて「学校運営協議会制度」を導入した学校です。 

「学習成果発表会」を見学し、学校運営協議会の会議にも参加させてい

ただきました。「学習成果発表会」では、中高一貫教育で連携している中学

生も高校生に交じって発表していました。その後、和気あいあいとした実際の

会議の様子を見学し、南三陸高校の取組等を詳しく伺いました。 

生徒たちが、地域の一員であるという気持ちで探究に取り組み、地域が総出で応援するという理想的な関係性が構築さ

れていました。本校も地域の力を借りながら生徒を育んでいきたいと思います。 

学校運営協議会学校訪問 ～南三陸高校へ～ 


